
 

 

 

 

 

 

 

９月１４日（土）にブロック新人 

大会のトップを切って陸上大会が

開催されました。本校からは、選手と補助員を合わせた２４人が参加しました。全員が、それぞれの種目で

地区大会と自己記録更新を目指して奮闘していました。（２着までが地区大会に出場できます） 

 

  

 

 

 

 

 

 

そして、９月２５日（水）に筑後地区新人陸上大会が、久留米市陸上競技場で開催されました。その中で女

子１年８００ｍに出場した藤野奈菜さんが、１０月１２日（土）に開催される県大会に出場することにな

りました。おめでとうございます！県大会に進めなかった生徒も刺激を受け、新たな目標ができたようで

す。今回の大会を経験したことで、きっと今後の成長スピードが上がるのではないかと思います。是非、自

分の目で見て、感じたことを仲間たちと共有してほしいと思います。 

 

 

 

 

 

                                       ９月２８日（土）にブロック新人大会が開催されました。生徒の 

皆さんは、３年生が引退した後、約３か月、新たに自分たちの目標

を設定し、新チーム作りを進めてきました。今回は男子バレーボール部が、見事に優勝を遂げました。大会

の結果、男子バレーボール部とソフトボール部が地区大会に進みます。おめでとうございます。一方、優勝

を目指していたのに負けてしまって、がっかりしている人もいるでしょう。しかし、皆さんはまだまだ成

運動の秋です（ブロック新人陸上大会、筑後地区新人陸上大会、ブロック新人大会） 

中体連…ブロック新人陸上大会、筑後地区新人陸上大会 

 種目 着順・氏名 種目 着順・氏名 

男

子 

1年100m ③栗原蒼介 ⑤森山瑛仁 2年1500m ②籏﨑 輝 

共通800m ③三原温人 4×100mR ③森山瑛仁 松隈詩太 

三原温人 栗原蒼介 1年1500m ②野上陽遥 ⑤小川真一 

女

子 

1年100m ①宮城愛笑 ④磯野真希 共通1500m ①原口未帆 

2年100m ④鈴倉希望 共通80mH ①磯野真希 ④日野紗枝 

共通200m ②日野紗枝 ③渡邉 由 4×100mR ①原口未帆 磯野真希 

鈴倉希望 宮城愛笑 1年800m ②藤野奈菜 

2年800m ③佐伯海美  

 

 

中体連…ブロック新人大会 

【ブロック大会】 【地区大会①】 【地区大会②】 【地区大会③】 



長の途中です。負けたという事実は変えることはできませんが、来年の夏に向けて「したくない負け」から

「必要な負け」だったと意味を変えることはできると思います。ただ落ち込んでいるだけでは、１ｍｍも

前に進みません。課題を解消するために「行動すること」でしか状況は変わらないのです。大事なのは、負

けた後です。これからさらに逞しく成長してくれることを期待しています。 

部活動 結果 部活動 結果 

バレー (女子)３位 （男子）優勝 サッカー 準優勝 

バスケット (女子)惜敗 （男子）惜敗 剣道 惜敗 

ソフトテニス (女子)惜敗 （男子）惜敗 卓球 惜敗 

ソフトボール 準優勝 野球 準優勝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月１９日（木）の午後７時より本校体育館にお                      

きまして、教育条件整備要求全体学習会が開催さ

れました。地域委員さんをはじめとして多数の方々にご参加いただき、誠にありがとうございました。見

ていて力が湧いてくる思いでした。さて、「すべての子どもたちに豊かな教育を！」という願いのもと、

昨年度より各御家庭を伺っての署名活動を再開させていただいています。教育条件整備要求運動につ

きましては、１年更新になっていますので、毎年行っていく必要があります。本年度の大原中校区の

要求項目は、以下の６項目となっています。ご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

教育条件整備要求全体学習会へご参加頂き、誠にありがとうございました！ 

署名活動へのご協力をお願いいたします 

① 大原中学校、大原小学校、東野小学校に児童生徒支援加配教員を配置 
② 大原中学校、大原小学校、東野小学校に進路・学力保障のための教職員を配置 
③ 家庭の経済的理由で子どもの学ぶ権利が奪われないために、県教育文化奨学財 
団奨学金制度の拡充（貸与型から給付型への移行を含む） 

④ 学び場支援事業をはじめとする社会教育制度の充実（子どもの学びや地域活動 
を支援する指導員の配置） 

⑤ 子どもたちが安心・安全に仲間とともに学び合える環境を作るために「３５人 
を標準とする学級編成」をさらに進めていくこと 

⑥ 子どもたち一人ひとりが安心できる学校をめざした施設・設備の充実 


